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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。
１ よつ葉 大地 2019年 10月号 よつ葉乳業株式会社

牛群検定における乳成分値の活用
乳脂率、乳蛋白質率、P/F比、などの活用法を解説 よつ葉乳業 検索

２ 酪農のなかま 2019秋号 ＪＡ全農
あたらしい牛群検定のススメ！⑤ 牛群検定気象情報カウダスの利用
十勝、栃木、宮崎の気象と乳量の関係を紹介しています。

３ 全酪新報 １１月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその７７ 大雨災害時には要記録
大雨災害があったときは雨量をカウダスで記録しましょう

４ ＬＩＡＪニュ－ス９月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その６２）乳蛋白質率、Ｐ／Ｆ比、ＭＵＮ等
検定成績表の活用を基本に戻って解説 検定成績表見方 検索

乳用子牛の出生動向および予測
左図は、平成２０～３０年度分の

家畜改良センター公表の牛個体識
別での出生頭数の届出実績に、乳
用牛群検定全国協議会が牛群検
定をもとに算出した令和元年度分
の予測頭数を示しています。
平成２８年度まで４年連続で出生

頭数は減少傾向にありましたが、平
成２９年度からは増加傾向に転じて
おり、また、メス子牛の比率が年々
増加しております。
令和元年度は、乳用メス子牛は

僅かに減って２６７千頭、オス子牛
は１７０千頭となると予測されてお
り、頭数こそ前年度より減少してい
るものの、メス子牛の比率はさらに
増加しております。これらの要因は
メス性選別精液によるものと考えら
れ、生産者の皆様がメス牛生産に

努力した結果と考えられます。
また、平成 30年度分のメス牛の最終予測値は 276,700頭で、実績と 788頭分（+0.3%）しか誤差が
ありませんでした。詳しくは、乳用牛群検定全国協議会 HPを参照ください。

乳用牛群検定全国協議会 検索

優秀検定員をご推薦ください！
乳用牛群検定全国協議会では、毎年２月に優秀検定員を表彰しています。実務経験５年以上で、立会業

務をなされている方で、人格見識ともに高く、農家の信望の厚い方が対象です。みなさんの周りにいらっしゃ
るときは、最寄りの検定組合に、「○○さんは優秀検定員にふさわしい」と声かけしてください。

つなぎ T シャツ 表彰された優秀検定員には、
（１枚） （２枚） 左の豪華副賞も授与されます。

胸には「エクセレント○○○」と、
優秀検定員のお名前が入ります

他にカタロ
グギフトも
あります



牛群検定！点検シ－ト（その２０ 子牛の育成 ＥＰＡ）
お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員

といっしょに確認を行いましょう！今回は、子牛の育成です。最近は預託される方もおおいのですが、育成時
の発育など一生涯の泌乳能力に影響することもあります。

農家コ－ド 氏名

・牛群改良情報と検定成績表を参考に確認しましょう！

①牛群改良情報のＥＢＶ乳量や乳代効果が、「あなたの組合」より高い値ですか？
Ｙｅｓ Ｎｏ （下図、課題がある事例 矢印①と②）
→Ｙｅｓ 遺伝的改良は組合内でも進んでいます。

②牛群改良情報のＥＢＶ乳量や乳代効果が、下段の「ＥＰＡ」より高い値ですか？
Ｙｅｓ Ｎｏ （下図、課題がある事例 矢印①と②）
→Ｎｏ 高い遺伝能力を持った牛群でも、育成がうまくいっていないようです。

③検定成績表の３０５日乳量で初産も十分に能力発揮してますか？
Ｙｅｓ Ｎｏ （下図、課題がある事例 矢印③）
→Ｎｏ 育成での発育などが十分でないと、初産牛が低能力となります。補正乳量で初産が高成績が望

ましい成績です。

ＥＰＡとは、主に育成での発
など状況と遺伝能力の関わり
見るものです。

①課題がある事例
ＥＰＡ乳量がＥＢＶ乳量よ

り低く、遺伝能力が発揮出来
ていません。これは、育成の
発育が悪い場合などに良く見
られる事例です。実際の乳量
でも初産牛が 8,603kg と搾れ
ていません。

②良い事例
ＥＰＡ乳量がＥＢＶ乳量よ

り大きい。遺伝能力に発育な
どの環境要因がプラスに働い
ています。事例では、初産か
ら十分搾れており、平均で
9,693kgと①と比較して
約 1,000kg の差がついてしま
っいます。

なお、ＥＰＡは発育だけで
ありません。例えば、飼育者
が子牛を乱暴に扱った結果、
人を恐れる気質となれば、そ
の身についた牛の気質も影響
すると言われています。人を
恐れるようになった牛は低乳
量となることが知られていま
す。


